
手
袋
繊
維
く
ず
出
に
く
く

ウ
イ

ン
セ

ス

手
袋
メ
ー
カ
ー
の
ウ
イ
ン
セ
ス

（高

）
は
、
繊
維
く
ず
が
出
に
く
い
作

を
開
発
し
た
。
レ
ー
ザ
ー
で

し
裁
断
面
の
樹
脂
を
溶
か
し
固
め

金
型
で
裁
断
す
る
従
来
の
製

に
比
べ
て
断
面
か
ら
繊
維
く
ず
が
出

に
く
く
な
る
と
い
う
。
製
造
工
程
で
不

取
り
除
く
必
要
が
あ
る
自

の
メ
ー
カ
ー
向
け
に
売

会
社
全
体
の
５
年
後
の
売
上

一を
、
２
０
１
３
年
１２
月
期
比
６
割
増

・‐５
億
円
に
伸
ば
す
。

レーザーで裁断、断面固化

半導体や車工場 開拓
本
社
工
場

（同
）
に
約
５

０
０
万
円
を
投
じ
て
レ
ー
ザ

ー
光
線
で
素
材
を
裁
断
す
る

装
置
を
導
入
し
た
。
工
程
で

は
ま
ず
、
Ｃ
Ａ
Ｄ

（
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
設
計
）
で

手
袋
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
と
裁
断
装
置

は
つ
な
が

っ
て
お
り
、
手
袋

の
素
材
と
な
る
ナ
イ

ロ
ン
や

販
売
先
は
自
動
車
や
半
導

体
メ
ー
カ
ー
な
ど
。
例
え
ば

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
は
、
車

体
を
塗
装
す
る
際
に
手
袋
を

は
め
た
手
で
塗
装
面
に
凹
凸

神「一梓｝〕一］一一一一一一い一一一嘲̈』̈警

部
位
が
自
動
で
動
い
て
素
材

一
し
ま
い
、
き
れ
い
に
塗
る
こ

を
裁
断
す
る
。　
　
　
　
　
　
一
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

裁
断
さ
れ
た
素
材
同
士
を

一
と
い
う
。
半
導
体
メ
ー
カ
ー

組
み
合
わ
せ
る
工
程
は
、
熱

を
当
て
る
と
接
着
す
る
性
質

の
あ
る
ウ
レ
タ
ン
織
布
の
素

材
の
場
合
は
、
端
の
部
分
を

上
か
ら
ア
イ
ロ
ン
の
よ
う
に

圧
着
す
る
こ
と
で
貼
り
合
わ

せ
る
。
ナ
イ

ロ
ン
な
ど

の

素
材
に
つ
い
て
は
、
手
作
業

で
縫
い
合
わ
せ
、
製
品
に
す

る
。従

来
は
手
を
か
た
ど

っ
た

金
型
な
ど
で
素
材
を
裁
断
し

て
い
た
が
、
金
型
で
は
レ
ー

ザ
ー
と
異
な
り
断
面
が
溶
け

な
い
た
め
、
使
用
時
に
断
面

か
ら
繊
維
の
く
ず
が
出
る
こ

と
が
多
か

っ
た
。

で
も
数
舒
厨
の
は
こ
り
が
品

一立
で
従
業
員
数
は
２５
人
。
生

純
物
を
取
り
除
く
必
要
が
あ

る
。価

格
は
そ
れ
ぞ
れ
従
来
の

金
型
で
裁
断
す
る
手
袋
に
比

べ
て
約
１
割
高
い
が
、
同
社

は
高
品
質
の
製
品
と
し
て
需

要
が
あ
る
と
み
て
い
る
。

同
社
は
１
９
６
１
年
の
設

罐蛯は無眸囃罐̈
康脳社一罐邦鐸漱蒙森難蹄畔澪期 ０

１
３
年
１２
月
期
の
売
上
高

は
約
９
億
５
０
０
０
万
円
だ

っ
た
。

自動車メーカーなどの需要を
取 り込み増収を目指す
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0

レ
ー
ザ
ー
で
裁
断
す
る
こ
と
で
断
面
が
溶
け
、
繊
維

く
ず
が
出
に
く
く
な
る

（高
松
市
の
本
社
工
場
）

20■ 4年 (平成 26年)4月 ■5日 (火 曜 日) (自 こ rコ ロ )漱 新 蘭

的
立

に
設

要
社

雨而
〈
〓

業
営

企
運

で
き
る
よ
う
に
し
て
、
企
業

誘
致
に
も
つ
な
げ
る
。

高知の食PRは
「アッコにお任せ」

徳
島
の
過
疎
地
で

２０
社
目
業
務
開
始

三
好
に
デ
ザ
イ
ン
会
社

徳
島
県
が
企
業
誘
致
を
進

め
る
過
疎
地
オ
フ
ィ
ス
事
業

で
、

２０
社
目
の
進
出
企
業
と

な
る
新
会
社

「
ハ
レ
と
ケ

デ
ザ
イ
ン
舎
」

（
三
好
市
）

が
‐５
日
か

ら
業
務
を
始
め

る
。
三
好
市
に
移
住
し
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
植
本
修
子
氏
が

起
業
し
て
設
立
し
た
。
パ

ッ

ケ
ー
ジ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を

手
掛
け
る
ほ
か
、
９
月
を
め

ど
に
廃
校
を
活
用
し
た
カ
フ

ェ
、
シ
ョ
ッ
プ
、
デ
ザ
イ
ン

教
室
を
始
め
る
予
定
だ
。

新
会
社
の
資
本
金
は
１
０

０
万
円
。
出
資
比
率
は
植
本

氏
が
５‐
％
、
同
氏
が
勤
務
し

て
い
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
企

画
会
社
の
テ
オ
ー
リ
ア
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（東
京

住
宅
メ
ー
カ
ー
の

私
募
債
引
き
受
け

香
川
銀
が
１
億
円

香
川
銀
行
は
三
協

（香
川

寺
市
）
の
銀
行
保
証

き
私
募
債
を
引
き
受
け

和
田
ア
キ
子
さ
ん
の
店
で
フ
ェ
ア

和
田
ア
キ
子
さ
ん
＝
写
真

郭
団
体
の
高
知
県
地
産
外
商

＝
の
和
食
店
で
高
知
の
食
を

公
社

（東
京

・
中
央
）
が
食

堪
能
―
―
。
　
　
　
　
　
　
　
材
を
紹
介
し
た
こ
と
で
実
現

和
田
さ
ん
が
プ

ロ
デ

ュ
ー

し
た
。

ス
す
る
「
お
菜
屋
　
わ
だ
家
」
　

フ
ェ
ア
は
東
京
と
大
阪
に

は
ウ
ル
メ
イ

ヮ
シ
や
ウ

ツ

あ
る
４
店
舗
で
６
月
末
ま
で

ボ
、
ト

マ
ト
な
ど
高
知
県
の

開
催
さ
れ
る
。
４
月
は
県
の

特
産
品
を
使

っ
た
料
理
を
提

ブ
ラ
ン
ド
牛
で
あ
る

「
土
佐

供
す
る

「
わ
だ
家
流

『
南
国

あ
か
う
し
」
の
も
も
肉
あ
ぶ

東京・大阪で 6月末まで

・
港
）
が
４９
％
０
徳
島
の
食

材
を
活
用
し
た
洋
菓
子
や
和

紙
を
使

っ
た
ギ
フ
ト
品
な
ど

た
。
期
間
は
３
年
間
で
、
発

行
額
は

ヽ
１
億
円
。

同
社
は
香
川
県
や
愛
媛
県

で
注
文
住
宅
建
築
に
取
り
組

む

ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
で
、
調

達
資
金
は
運
転
資
金
に
充
て

る
。

材
を
中
心
に
メ

ニ
ュ
ー
を
毎

月
変
更
し
て
い
き
、
期
間
中

は
高
知
県
の
地
酒
も
堪
能
で

き
る
。

高
知
県
で
は

「
食
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
観
光
振
興
や
特

産
品
の
県
外
販
売
に
力
を
入

れ
て
お
り
、

「
高
知
家
の
食

卓
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
て
い
る
。
地
産
外
商
公
社

で
は

「
知
名
度
の
高
い
和
田

さ
ん
の
お
店
で
高
知
の
食
材

を
紹
介
し

て
も
ら
う

こ
と

で
、
地
元
食
材
の
魅
力
が
広

く
伝
わ
れ
ば
」
と
期
待
し
て

い
る
。

を
開
発
し
、
廃
校
跡
の
シ
ョ

ッ
プ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
通

販
で
販
売
す
る
計
画
だ
。

「町
民
、あ
る
程
度
理
解
」

再
選
の
伊
方
町
長
原
発
再
稼
働
巡
り

彦峰譲蒔岬嚇Ⅶ̈
帥跡帥一導わ刹罐華表肇睾̈
一」

過
疎
地
に
宿
泊
施
設

え
ん
が
わ
や
徳
島
・神
山
町

次
世
代
テ
レ
ビ
向
け
情
報

編
集
な
ど
を
手
掛
け
る
え
ん

が
わ
（徳
島
県
神
山
町
）
と
神

山
町
な
ど
は
古
民
家
を
使

っ

性
を
高
め
る
過
疎
地
オ
フ
ィ

ス
の
仕
事
の
や
り
方
を
体
験

贔曇ら島昌‖


